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露地栽培におけるニホンナシ発芽不良の発生要因 

露地栽培におけるニホンナシの発芽不良は、12 月の高温や 10 月の過剰な窒素施用により

発生が助長される。結果枝の資質としては 120cm 以上の長大な長果枝で発芽不良の発生が多

い。 
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 2009 年春期にニホンナシの発芽不良が西南暖地を中心として広域的に発生した。本障害はこ

れまで加温ハウス栽培でみられていたが、今回の発生は露地栽培が中心であり、原因が不明で

ある。そのため、ニホンナシの露地栽培において、発芽不良の発生要因を明らかにする。 

 

 

１．「幸水」（29 年生）において、12 月、1 月に高温処理を行うと、無処理区（露地）と比較

して 12 月高温区では 6 日開花が遅くなり、１月高温区では 4 日早くなる。（データ略）。ま

た、12 月加温では花蕾が減少する腋花芽の発生割合が高くなる（図１）。 

２．ポット栽培した「幸水」（2 年生）において、12 月の高温処理樹および 10 月の尿素施

用樹では、無処理樹と比較して、花蕾が減少したり、枯死する腋花芽の割合が大幅に増加す

る（図２）。 

３．露地栽培の｢新高｣（40 年生）では、120cm 以上の長大な長果枝の方が、80cm 程度の中庸な

長果枝より、花蕾が減少する腋花芽の割合が高くなる（図３）。また、10 月に尿素を過剰に

施用（N40kg/10a）すると、無施用樹と比較して花蕾が減少する腋花芽の割合が高くなる。（デ

ータ略）。 

４．「新高」では尿素を過剰に施用すると、長果枝の耐凍性（-10℃、16 時間処理時の腋花芽

の致死率）が 12 月から 2 月の期間で、無処理樹より低下する（図４）。 

 

 

 

１．秋季に過剰に窒素施用すると発芽不良が発生しやすいので注意する。 

２．長大な長果枝を多く使用すると発芽不良が発生しやすいので注意する。 

 

 

 

研究のねらい 

研 究 の 成 果        

普及上の留意点 
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無処 高温 尿素 高温+尿素 

写真 12 月高温、尿素施用処理 

｢幸水｣ポット苗の開花状況 


